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【はじめに】プラスチックや有機溶媒ベースのシンチレータの特徴として，高速なシンチレーシ

ョンの減衰，低い有効原子番号，および高い加工

性と可塑性が挙げられる．特に，高速応答性を有

するという特性を利用し，例えば同時計数の高

い時間分解能が達成されている．シンチレーシ

ョン収率の向上が達成されれば，さらなる高性

能化や用途拡大につながると期待される．一方

で，そのための材料科学的研究はほとんど進ん

でいない．本研究では，シンチレーションの基礎

過程に立ち戻り，その解析を通じたシンチレー

ション収率向上策を確立することを企図した．

本講演では，パルス電子線照射直後の過渡吸収

分光を通じ，プラスチックおよび有機溶媒ベー

スのシンチレータでの励起状態の緩和と移動に

関する過程を解析した． 

【実験】市販の高エネルギー光子計測用プラス

チックシンチレータである EJ256 と，我々のグ

ループで作製したプラスチックシンチレータで

あ る ， ポ リ ス チ レ ン -b-PBD (2-(4-tert-

Butylphenyl)-5-(4-biphenylyl)-1,3,4-oxadiazole)系，

およびトルエンベースの液体シンチレータを試

料として用いた．ナノ秒からマイクロ秒の時間

スケールでの過渡吸収分光を，阪大産研の電子

線ライナックを用いて行った． 

【結果と考察】図１および図 2 に，ポリスチレンのみの試料と，b-PBD を添加した試料のナノ秒

秒領域での過渡吸収スペクトルをそれぞれ示す．ポリスチレンのみの場合にナノ秒で減衰する 550 

nm付近のピークは，b-PBD 添加により観測されなくなった．このことは，このピークに由来する

励起状態から b-PBDへのエネルギー移動が生じているものと推察される． 

 

図 1 ポリスチレンのみの試料のナノ秒領域

での過渡吸収スペクトル 

 

図 2 ポリスチレン-b-PBD系試料でのマイク

ロ秒領域での過渡吸収スペクトル 
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